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2009年（平成21年）3月l5日（日曜日） 云回-­
ロ ... 

た
戸1 奉斤 邸

宣山支局
"f930-0094 氾Lil市安住町7-18

ェコ燃料 南砺で供給実験

lエマルジ⇒ン＿1 水
と
重
油
な
ど
の
燃
料
を
混
合
し
て
燃
焼
効
率
を
上
げ
た
「
エ
マ
ル
ジ

ョ
ン
燃
料」
を
ボ
イ
ラ
ー

に
供
給
す
る
装
置
の
実
証
実
験
が 、
南
砺
市
の

温
泉
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る 。
県
内
で
初
め
て
の
実
験 。
装
筐
は
燃
料
生

成
の
た
め
の
添
加
剤
が
不
要
で 、
燃
料
費
も
大
幅
な
軽
減
が
期
待
で
き
る

と
い
う 。
3

か
月
程
度
渾
用
し 、
実
際
の
燃
費
効
率
や
躙
境
に
配
慮
し
た

技
術
を
検
証
す
る 。

装
置
を
開
発 、
実
験
す
る
の

は
茨
城
眼
牛
久
市
の
環
境
技
術

企
業
「
環
境
技
研」
（
古
渡
周

作
会
長） 。
装
置
は
直
径
10t、ノ ヽ

高
さ
12
唸
の
円
筒
形
の
燃
料
生

成
装
饂
と 、
生
成
し
た
燃
料
を

た
め
る
タ
ン
ク 、
燃
料
を
バ
ー

ナ
ー

に
供
給
す
る
ポ
ン
プ 。
既

製
品
の
全
ボ
イ
ラ
ー

に
取
り
付

け
可
能
で 、
燃
料
使
用
塁
を
約

10
5

20
％
抑
え
ら
れ
る
う
え 、

燃
焼
効
率
が
良
い 。
同
社
は
4

月
に
商
品
化
す
る
予
定
だ 。

古
渡
会
長
に
よ
る
と 、
従
来

の
エ
マ
ル
ジ
ョ

ン
燃
料
生
成
装
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実証試験中のエマルジョン燃料の

供給装口を点検する古渡会長 (10

日、南砺市の福光温泉で）

置
は 、
水
と
油
が
分
離
し
な
い

よ
う
に
乳
化
剤
な
ど
の
添
加
剤

を
使
用
す
る
必
要
が
あ
り 、
燃

料
生
成
コ
ス
ト

が
高
く 、
燃
料

が
水
と
油
に
分
離
し
や
す
い
な

ど
の
欠
点
が
あ
っ

た 。

そ
こ
で
同
社
は 、
燃
料
生
成

装
置
内
で
均一
に
圧
力
を
か
け

な
が
ら
か
く
は
ん
す
る
こ
と

で 、
添
加
物
を
使
用
せ
ず
に
エ

マ
ル
ジ
ョ

ン
状
態
を
作
り
出

し 、
水
と
油
を
分
離
し
に
く
く

す
る
こ
と
に
成
功
し
た 。
約
15

年
か
け
て
開
発
し 、
昨
年
12
月

に
は
燃
料
生
成
装
置
の
特
許
を

＼
 

取
得 。
設
置
費
用
は
数
十
万
円

と 、
通
常
の
エ
マ
ル
ジ
ョ

ン
燃

料
生
成
装
置
の
10
分
の
1

程
度

に
抑
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る 。

南
砺
市
で
の
実
験
は
10
日
か

ら
襴
光
温
泉
の
ボ
イ
ラ
ー

に
供

給
装
置
を
設
置
し
て
始
め
た

が 、
他
票
の
農
家
で
も
試
験
を

繰
り
返
し
て
い
る 。

北
海
道
む
か
わ
町
で
は 、
花

の
栽
培
農
家
「
タ
ム
ラ
花
園」

が
1

月
末
か
ら 、
ビ
ニ
ー

ル
ハ

ウ
ス
栽
培
に
使
う
ボ
イ
ラ
ー

に

取
り
付
け
て
い
る 。
経
営
者
の

田
村
仁
嗣
さ
ん(
55)
は
「
重
油

に
水
を
約
12
％
混
ぜ
て
も 、
熱

墨
が
変
わ
ら
な
い」
と
話
す 。

同
装
饂
の
県
内
代
理
店
は 、

高
岡
市
の
「
日
本
エ
マ
ル
ジ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム」
(
0
7
6
6.

30.
2
1
3
1)
。


